　「GUIDE TO VVARDENFELL」訳本

　「Vvardenfell案内」

　著者不詳

　MorrowindはTamriel帝国の極東の属州であり、北と東でSea of Ghosts〔幽鬼海〕と、西でSkyrimと、南西でCyrodiil（帝国領としても知られています）と、南でBlack Marsh（Argoniaとしても知られています）と、それぞれ境界を接しています。Vvardenfell地方に含まれるVvardenfell島は広大な大地であり、そこには大火山のRed Mountain〔灼熱峰〕が聳え立っておりMorrowind本土からは周囲を取り囲むInner Sea〔内海〕によって隔てられています。

　つい最近になって入植と貿易が開かれるようになったばかりであり、島の大体の人口は比較的に過ごし易い西海岸と南西海岸に集中しており、そして、古都VivecやBalmora・Ald'ruhn・Sadrith Moraという古のGreat House〔名家〕の本拠地を中心に生活しています。島の残りは生活には適さない砂漠の荒野・乾燥した草原地帯・火山周辺の不毛地帯であり、そこには流浪の民である僅かばかりのAshlanderの諸部族が暮らしています。
　Vvardenfellは基本的に九つの地方から成っており、それら各々は特有の植物や地形を有しています。これら異なるタイプの土地を区別するために学者は原住民Ashlanderの説明を基礎としており、そのため、それら土地に与えられる名称は地元の大概の商人・旅人・冒険者にとっては馴染の深いものなのです。すなわち、これら地方の名称とはAscadian群島〔Ascadian Isles〕・Ashlands〔灰の大地〕・Azura海岸〔Azura's Coast〕・Bitter Coast〔苦渋の海岸〕・Grazelands〔牧草地〕・Molag Amur・Red Mountain・West Gash〔西の亀裂〕・Sheogoradです。
　Ascadian群島

　Ascadian群島は雨に恵まれて草木が青々と茂る南方の低地であり、そこではVvardenfellの農業の大概が営まれています。この地方に含まれるのはPelagiad・Suran・Vivec・Ald Sothaであり、内陸湖とAscadian群島に固有の水路に沿って位置しています。Vivecおよび南海岸に位置するEbonheartの都市部には人口が集中しています。内陸のAscadian群島には小農園や大農園が点在しているからです。気候は温暖かつ快適であり、ほど良い降雨にも恵まれています。
EbonheartはVvardenfell地方に於ける帝国府〔Imperial government〕の本拠地であり、賑わっている海洋貿易の中心地です。Ebonheart 城はVedam Dren公の居城であり、彼は当地域の支配者であり帝国の代理人であるのです。また、Ebonheart 城には、Vvardenfell地方議会館とHawk Moth要塞が位置しています。東帝国会社〔East Empire Company〕の船員・船着場・倉庫もまたEbonheartには見受けられます。
VivecはVvardenfellでは最大の都市であり、東部でも最大級の都市の一つです。広大な各々の区画は一個の完全な街の大きさに匹敵します。大神殿とVivec宮殿には、一日に数百人もの旅人や巡礼者が訪れています。民衆は闘技場に集って娯楽や模擬戦を楽しんでいます。地元の人々がGreat Houseの区画や居住区にて生活・労働・商売をしている一方で、大抵の外来者は外来区に制限されることになります。
Ald Sothaは、Vivecから望めるDaedraの壮麗なる廃墟です。異国情緒に溢れる一幅の絵のような風景ではありますが、古の魔術・邪なる教団・召喚されたDaedraが集う、決して観光には薦められない場所であるのです。

Suranは肥沃なAscadian群島の北東に位置する農村です。その付近には、二つの有名な巡礼地、すなわち、“Kummuの畑”とMolag Bal神殿が位置しています。

Pelagiadは、Ascadian群島の地方の西端に、Balmoraと Vivecに挟まれて位置する、新たに公認された帝国領の村です。その村は、帝国軍のPelagiad要塞の直ぐ傍に建てられてあります。家々や商店は西方の帝国風の意匠で建築されているので、Morrowindの都市というよりも、むしろPelagiadは西方の帝国の村のように見えるほどです。
　Ashlands
　Ashlandsは、Red Mountainの緩やかな傾斜に囲まれた、生活には適さない乾燥した荒野です。Ashlandsは北のSea of Ghostsにまで延びており、そして、疫病に侵されたRed Mountainの地方と他の地方との間に広い空白地帯を形作っています。Maar Ganは、かなり大きな唯一のAshlanderの定住村です。また、Redoran家の本拠地であるAld'ruhnは、この空白地帯の上に位置しています。ここで、Ashlanderは狩猟を営んで、家畜に乏しい牧草を食ませているのです。滅多に雨には恵まれず、しばしば灰の嵐に見舞われるのです。
Maar Ganは、Ald'ruhnの北に位置する、隔絶された孤立の小村です。Maar Gan神殿は、神殿教徒の重要な巡礼地なのです。
　AshlanderのUrshilaku部族は、定住地として、Maar Gan の北のAshlandsにUrshilakuキャンプを所有しています。
Azura海岸
　Vvardenfellの北と東に広がる起伏に富んだ海岸と島々はAzura海岸と呼ばれています。この地方は岩がちで農作には適しておらず、辺地のMolag Mar・Telvanniの街Sadrith Mora・Tel AruhnやTel MoraやTel Branoraという魔術師の塔・Ahemmusaキャンプ・辺境の漁村Ald Redaynia・北海岸のDagon Felを除いては、あまり人々は住んでいません。街道は通っておらず、ほとんどの旅はボートを要します。この岩がちの地形にも関わらず、一定の降雨の下に様々な植物が生育しています。
　実際にSadrith Moraに住んでいるTelvanni議員は一人だけですが、Sadrith MoraはTelvanni家ならびにTelvanni議会の本拠地です。Sadrith Moraは島の都市であるので、訪れるためには海を越えるか瞬間移動を用いる必要があります。多数の業務が受けられる広大な街ですが、Telvanniの家臣にのみ街は開かれているので、外来の商人たちはGateway Inn〔戸口の宿屋〕にて商売することになるのです。
Tel Branoraは、Therana女史というTelvanniの一風変わった魔術師が本拠地としている塔です。その塔と周辺の小さな村は、Azura海岸の最南東の端に位置する、岩の突き出した岬に建っています。
Tel FyrはTelvanni のSorcerer-Lord〔魔術師の大家〕である Divayth Fyrの塔です。その塔の地下には、致死性のcorprus disease〔腐死病〕に罹患して心身ともに支障を来たしている犠牲者を収容・看護するための施設Corprusariumが存在しています。
　Tel AruhnはTelvanniの大魔術師Gothrenの塔であり、彼はTelvanniのSorcerer-LordそしてTelvanni議会長です。隣接した村は相当の大きさであり、Vvardenfellでは最大の奴隷市である“奴隷市の祭典”が催されている場所です。
　Tel Mora は、Telvanni議会の古株であるDratha女史の塔です。その小さな住居には、少しばかりの職人や商店が存在しています。
　Tel Vosは、Telvanni議員の魔術師Aryon師の塔です。Vosの村に近い、Telvanni風と西方風の意匠が混在する独特の建造物です。
Bal Fellは、Azura海岸の南東の島々や岬に位置する、“石の街”を意味する、第一時代の古の廃墟です。その場所には嫌な評判が立っており、現在、数人のTelvanniの魔術師たちが競い合って傭兵や冒険者を雇い入れBal Fellを探索・略奪しているのです。伝説によれば、Daedra信仰の太古の中心地の上にBal Fellは建築されているのです。
Ashlander のAhemmusa部族は、定住地として、Azura海岸の北東の端に位置する岩がちの岬にAhemmusaキャンプを所有しています。
Bitter Coast
Seyda Neenから北のGnaar Mokまで続くVvardenfellの西海岸は、Bitter Coastと呼ばれています。この地方に在る塩気の効いた湿気の多い沼沢地では、良港を擁するGnaar Mok・Hla Oad・Seyda Neenの他には人の住んでいるところは在りません。Smuggler's Coast〔密輸海岸〕とも呼ばれているように、この地方の人目に付かない入江や島々は非合法の品々を扱う安全地帯を提供しており、また、しばしば訪れる雨や霧は税務局の湾岸警備隊から小さなボートを隠してしまうのです。
　港町Seyda Neenの港の入口に建っている大灯台〔Grand Pharos〕からの貫くような灯りは、Inner Seaの至るところを航海する水夫たちにとっての目印です。帝国から訪れる大概の人々はSeyda Neenの港に降り立って、そこで、湾岸警備隊の詰所に在る帝国戸籍税務委員会〔Imperial Census and Excise Commission〕の事務員の手によって入国審査が進められるのです。ここを湾岸警備隊は本拠地として、Inner Seaに於ける密輸や海賊に目を光らせているのです。
Hla Oadは、Vvardenfell西方のBitter Coastに位置する孤立した小さな漁村です。Odai川に沿って、Hla Oad とBalmoraを結ぶ簡単な道が通っています。

Gnaar Mokは、Vvardenfell西方のBitter Coastに位置する小さな漁村の島です。
Grazelands
Grazelandsに於ける一定の降雨と黒土はAshlanderの家畜に良質の牧草を提供するものであり、そこから“牧草地”という名称は与えられています。この地方は、AshlandsとAzura海岸に挟まれて、Vvardenfellの北東に位置しています。定住地としては、Vosの村やTel Vos・Tel Fyrの塔が存在しています。Ashlander のZainabキャンプは、新鮮な牧草を求めて、平原を越えて家畜を放牧しています。街道も小道も在りませんが、開けた平原を越える旅は易しいものです。
　Ashlanderの部族Zainabは、定住地として、GrazelandsのVosに近いZainabキャンプを所有しています。
　Molag Amur
　Vvardenfell南東の内陸部に位置しているMolag Amurは、岩がちの小山・切り立った渓谷・溶岩の池・灰の塗された不毛地帯という、ほとんど住民の無い荒野です。その荒野には道が無く灰の嵐が頻繁に起こるために、道を辿って旅を進めて行くのは非常に困難です。ここでErabenimsunキャンプのAshlanderは狩猟を営んでいますが、その他に敢えてMolag Amurを訪れようとする者は、まず居ません。Great Scathes〔大怪我〕と呼ばれるMolag Amurの最難所は、Ashlanderにとってさえも苦痛であるようです。
　Molag Marは、不毛のMolag Amur南東の端に位置する強化要塞です。この付近の巡礼地であるAssarnibibi山およびKand山に向かわんとする巡礼者は、Molag Marの宿泊所に難を避けてきて、この要塞に居を構えるRedoranおよびBuoyant Armiger十字軍の駐屯地で歓待を受けるのです。
　AshlanderのErabenimsun部族は、定住地として、不毛のMolag Amurの中心に孤立した、小屋ばかりのErabenimsunキャンプを所有しています。
　Red Mountain
　一際に目を惹く相貌のRed Mountainは、Vvardenfellの中心に聳え立つ大火山です。外側の斜面は険しく起伏に富んでおり、溶岩に覆われながら深いクレーターが点在しています。種々の疫病を齎す“Blight”と呼ばれる有害なる気象を封印して足を踏み入らせないようにするために、Ghostgate〔幽鬼門〕を唯一の例外として、Ghostfence〔幽鬼壁〕という魔法の障壁が火山の外側の斜面を取り囲んでいます。Ghostfenceの内側では、雨の降ることも太陽の輝くことも決して在りません。唯一の天候は、死を齎す赤い灰まじりのBlightだけなのです。
　Ghostgateは、Ghostfence Ordinator〔Ghostfenceの番人〕とBuoyant Armigerの要塞である避難所の門です。そこからDagoth Urの異形の宿主がMorrowind全土を脅かそうとRed Mountainから現れるだろうという、その唯一の間隙に跨ってGhostgateは建てられているのです。Ghostfenceそれ自体が素晴らしい魔法のアーティファクトであり、完全にRed Mountainを取り囲んでBlightによる被害がVvardenfell全土に撒き散らされるのを防いでいるのです。
　West Gash
　Vvardenfell西方の高地はWest Gashと呼ばれています。この地方は、Bitter CoastとAshlandsに挟まれて、Sea of Ghostsの北西海岸から内陸のBalmoraまで広がっています。Ald'ruhnの北の商村Gnisisと漁村のAld Veloth・Khuulは北方の海岸に位置しています。CalderaはBalmoraの傍に位置しています。UrshilakuキャンプのAshlanderの家畜は、乏しいながらも寒気に強い高地の植物を食んでいます。
　BalmoraはHlaalu家の本拠地であり、VvardenfellではVivecに次いで最大の都市です。良く整備された街道が、北のAld'ruhnに、南のCaldera・Seyda Neen・Vivecに向けて伸びています。帝国軍のMoonmoth要塞はBalmoraの南に建てられています。
　Calderaは、最近に公認された、鉱山業を生業にしている帝国領の街です。Caldera鉱山会社は、ここの良質なる鉱床から未加工の黒檀を採掘する独占権を帝国から与えられています。Calderaは、西方の帝国の街の外見と雰囲気を漂わせているのです。
　Ald'ruhnはRedoran家の本拠地である大きな都市です。Redoran議会館は、絶滅してしまった太古の巨大蟹の殻の下に覆われています。小道は、北のMaar GanとGnisisに、南のBalmoraに、それぞれ向けて伸びています。
　Gnisisは鉱山業と商業を生業にしている小さな村であり、West Gash北西とAld'ruhnとの間を交易するsilt striderの隊商のルートの上に位置しています。
　Ald VelothiとKhuulは、West Gashの北海岸に位置する極めて小さな漁村です。
　Sheogorad
　SheogoradはVvardenfell北方の大きな島です。この島および隣接する小さな群島は、Vvardenfell北方からSea of Ghostsまで広がる大海原です。この地方は極めて生活には適しておらず人口も少ないですが、Ald RedayniaとDagon Felという二つの小村が存在しています。Dagon Felにのみ船で訪れることは可能ですが、その他の島から島への移動に際しては旅人が自分で何とかしなければなりません。
　訳注　Ascadian群島の“群島”という名称は、いかにも奇妙である。何故なら、その地方は決して島々の集まりではないからである。恐らく、これは、その名称がAshlanderに由来しているからだろう。そもそも、彼らは流浪の民であり少しばかりの定住地を所有するのみである。そのため、Ascadian群島に属する大都市の各々は、広大なる一個の島のように思われるのではないだろうか。そして、それら大都市＝島々の集まりという観点から、“群島”という名称は付けられているのだろう。また、原本にはVvardenfellの地図が記載されている。
